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“There’s Only Me, so I Can Do As I Please”
－ Nella Larsen の Quicksand における
消費と移動
久　保　尚　美　
　謎が多いとされてきた Nella Larsen の生い立ちは、2006 年に出された
伝記 In Search of Nella Larsen: A Biography of the Color Line の著者 George 
Hutchinson の説に従えば、次のようなものである。(1)  1891 年、シカゴ生
まれの Larsen の出生時の名は Nellie Walker で、母親 Mary Hansen はデ






























の第一作目の長編 Quicksand (1928) を取り上げる。
　作家の半自伝的な作品であると評される Quicksand は、Larsen と同様
に「黒人（かつ混
ムラトー
血かつデンマーク系アメリカ人）」 (Hutchinson 86) で














































































で育つという通例」から外れる (237)。その結果 Helga は、「黒人社会に
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問題』で高名な」黒人女性 Hayes-Rore 夫人は、職探しをする Helga に
対して「あなたの身内 (“people”) は反対しているのではないか」と尋ね
る (37, 38)。その後の二人のやりとりは次のように展開する。
[Helga] said courteously enough, even managing a hard little smile: “Well 
you see, Mrs. Hayes-Rore, I haven’t any people. There’s only me, so I can 
do as I please.” 
 “Ha!” said Mrs. Hayes-Rore.
	 Terrific,	thought	Helga	Crane,	the	power	of	that	sound	from	the	lips	
of	this	woman.	How,	she	wondered,	had	she	succeeded	in	investing	it	with	




 “I haven’t, Mrs. Hayes-Rore.” 
	 Mrs.	Hayes-Rore	 screwed	 up	 her	 eyes.	 “Well,	 that’s	mighty	
mysterious, and I detest mysteries.” She shrugged, and into those eyes 
there	now	came	with	alarming	quickness	an	accusing	criticism.	




る Hayes-Rore 夫人の言葉に明らかなように、「身内 (“people”)」の欠如は、
アメリカの黒人社会の一員とみなされるためには致命的なことである。
「誰にだって






社会に Helga に帰属を許すスペースはないかもしれない。しかし Helga
にとってそれは所与の条件であり、むしろそのつながりのなさこそが、
Helga に〈個〉として生きる自由を与えていると考えられるのではな
いか。Helga の言葉 “I haven’t any people. There’s only me, so I can do as I 
please” には、彼女が自らの境遇に対してしばしば表明する自嘲的な響





Hayes-Rore 夫人が Helga を「ミステリー」と呼ぶとき、Helga は名付け
ることのできない他者として、既存のカテゴリーを脅かす。Helga をア
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イデンティファイすることは Hayes-Rore 夫人にとって重要なのである。


















に生まれたことに起因する苦悩を表した Hughes の詩 “Cross” の最後の 4
行である。
My	old	man	died	in	a	fine	big	house.



















り、それと決別するように、Larsen は Quicksand の冒頭で、Helga の世
界をさまざまな色で埋めつくす。作品の冒頭に描かれるのは、Helga「個
人の趣味」 (1) で飾られた、彼女の部屋の様子である。
HELGA	CRANE	sat	alone	in	her	room,	which	at	 that	hour,	eight	 in	 the	


























and	delicate,	but	well-turned,	 arms	and	 legs,	 she	had,	none	 the	 less,	




































heavy, clinging silks” といった素材も色もさまざまな衣服を愛する Helga

















メージや自己と社会の新しい関係を思い描いて」いる (par. 4, 6)。(3)  ま
た Helga とモダニティの関わりについては、彼女が繰り返す移動にも
注目すべきであろう。Jeanne Scheper は Helga の頻繁な移動を、「多くの
モダニストの女性たちが行った抵抗のための策略」と同種のものであ
る見なす (679)。(4)  Scheper は Helga を、国外移住した Gertrude Stein や
Jessie Fauset や Djuna	Barnes といった女性作家たちや、活躍の場をヨー
ロッパに移した Josephine Baker などの流れに位置づける (679)。そして





















研究によれば、モダン・ガールは、“flappers,	garçonnes, moga, modeng, 
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部屋の描写に見られる	“the	blue	Chinese	carpet” や “the	oriental	silk	which	
covered the stool at her slim feet” や “the	Chinese-looking	pillows	on	the	low	












後、宿泊するホテルの窓から Helga の目に映る群衆は、Helga が目指し
た “civilization”を象徴するものでもある。
She	stood	 intently	 looking	down	into	 the	glimmering	street,	 far	below,	


























































Here	 the	 inscrutability	of	 the	dozen	or	more	brown	faces,	all	cast	 from	
the	same	indefinite	mold,	and	so	like	her	own,	seemed	pressing	forward	
against	her.	Abruptly	it	 flashed	upon	her	 that	 the	harrowing	irritation	of	
the	past	weeks	was	a	 smoldering	hatred.	Then,	 she	was	overcome	by	
another,	so	actual,	so	sharp,	so	horribly	painful,	 that	forever	afterwards	






























































る」のは、Anne が「最低な娘 (“disgusting creature”)」と呼んで嫌う黒人
女性Audrey Denneyである (62, 60)。実際にはHelgaはAudreyをパーティ




である。そうした Audrey の振る舞いは、Anne のような「自尊心のある
黒人たち」にとっては「言語道断な裏切り」行為にあたる (61)。しかし
Helga はまず、「極端なデコルテの杏色のドレス」を着た Audrey の美し



















































“Oh, I’m an old married lady, and a Dane. But you, you’re young. And 
you’re	a	foreigner,	and	different.	You	must	have	bright	things	to	set	off	the	
color	of	your	lovely	brown	skin.	Striking	things,	exotic	things.	You	must	
















































うになる (109)。しかし既婚者である Anderson は Helga の想いを受け
















































Quicksand に描かれる Helga の移動は、たとえ悲劇に終わっていようと
も損なわれることのない、未来に向けて描かれた力強い軌跡である。
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注
(1) これまでに出版された Larsen の伝記、Charles R. Larson の Invisible Darkness: 
Jean Toomer and Nella Larsen (1993) や Thadious M. Davis の Nella Larsen, 
Novelist of the Harlem Renaissance: A Woman’s Live Unveiled (1994) との相違に
関しては、Hutchinson のイントロダクションに詳しい。
(2)  Nella Larsen, Quicksand and Passing	(New	Brunswick:	Rutgers	University	Press,	
1986), 23. このテキストからの引用に関しては、これ以降は引用文末尾の
（　）内にページ数を記すこととする。
(3)  消費と Helga の関係について論じた他の先行研究としては他にも、
Kimberley	Robertsや Meredith Goldsmith などの論文を参照。
(4)  移動と Helga の関係について論じた先行研究としては他にも、Jeffrey Gray
の論文を参照。
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